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　同性パートナーシップ制度＊は、2015年11月に東京都世田谷区と渋谷区が初めて導入、宝塚市は2015年11月に
基本方針を策定し、近畿地方を含める西日本においていち早くLGBTQ+の施策を立案すると共に実施・推進してきま
した。宝塚市の取組の特徴は、パートナーシップ制度のみに特化することなく、医療・教育・地域など、複合的な取組を
全般的に実施することを目指している点です。近畿地方における先駆的役割を果たし、その後、他市においても同様な
取組が開始され今日に至っています。
　宝塚市のLGBTQ+の取組はまだ道半ばです。誰もが、ありのままに自分らしく生きられるまちであるために、市の
取組をこれからも推進していきます。 ＊自治体によって名称は異なります。

赤・橙・黄・緑・青・紫の6色のレインボーカラーはLGBTQ+
の尊厳と社会運動のシンボルとして使われています。

■性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する
　国民の理解の増進に関する法律（2023年）

事業主は、普及啓発、就業環境の整備、相談の機会の確保などを行うことにより、性的指向及びジェン
ダーアイデンティティの多様性に関する労働者の理解の増進に自ら努めるよう求められています。

■犯罪被害者遺族給付金
2024年犯罪被害者遺族に支払われる国の給付金について、最高裁は「被害者と同性パートナーも事実
婚に該当し対象になりうる」と判断しました。犯罪被害者遺族給付金支給法は婚姻届を出していなくて
も「事実上婚姻関係と同様の事情にあった者」を含むと定めており、この規定に同性パートナーも含ま
れうると、最高裁が初めて判断しています。

■同性婚の世論調査
新聞やテレビなど各種メディアによる独自の世論調査において、同性婚に賛成する人の割合を発表
しています。例えば2023年5月に実施したNHKによる調査では、同性同士の結婚が「法的に認められ
るべきだと思う」44％、「認められるべきではないと思う」15％と大幅に賛成割合が高くなっています。

「法的に認められるべきだと思う」と回答した割合は、18－29歳であれば68％、30代58％、40代62％、
50代50％、60代44％、70歳以上29％という結果になっています。NHK以外の世論調査においても、
賛成が半数を超えているものもあります。

■セクハラ
男女雇用機会均等法の改正指針（2014年）では、「職場におけるセクシュアルハラスメントには、同性に
対するものも含まれるものである。また、被害を受けた者の性的指向又は性自認にかかわらず、当該者
に対する職場におけるセクシュアルハラスメントも、本指針の対象となる」と明文化されており、
より一層の啓発が求められています。

世の中の動き

今日から実践！ あなたにできること

アライになろう

LGBTQ+の理解者・応援者のことを
「アライ（Ally）」といいます。

当事者に共感し、寄り添いたいと思うアライ
の存在は、「この人なら自分のことを分かって
くれる」という安心感を与えます。

日高 庸晴
（宝塚大学 看護学部 教授）

●「オネエ」「ホモ」「オカマ」「レズ」などの
言葉は差別的な意味を持ち、不快な気持
ちになる人がいます。
使わないようにしましょう。

●カミングアウトや相談を受けたら、絶対
に言いふらさないようにしましょう。

●見た目や自分の価値観で性のあり方を
決めつけたり、押し付けたりしないよう
にしましょう。

●正しい知識を身につけることを意識
して、積極的に学んでいきましょう。
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宝塚市 総務部 人権平和・男女共同参画課
　　0797-77-9100 0797-77-2171
　　m-takarazuka0018@city.takarazuka.lg.jp
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日常生活でLGBTQが直面する困りごと

学校生活（小・中・高）におけるいじめ被害
を経験した割合は、回答者全体では、
59.6%です。
特にトランス女性＊の割合が高くなって
います。いじめを放置しておけば最悪の
場合、自死につながることもあります。
＊出生時に割り当てられた性別は男性で、性自認が女性の人

本人の同意を得ず、その人の「性のあり方」を
第三者に勝手に暴露することです。

※2019年の調査
（有効回答数10,769人）

※宝塚大学  日高庸晴 教授
　「第2回LGBT当事者の意識

調査～世の中の変化と、当事
者の生きづらさ」（2019年調査）
より

Ａさんは、同じ大学に通う同性の友人に好意を
抱き、好きであると告白をしました。その友人が
クラスメイト同士のライングループでＡさんが
同性愛者であることを暴露したこと（アウティン
グ）をきっかけに転落死につながりました。

労働基準監督署は、職場でのアウティングにより精神的
に追い詰められ、精神疾患を発症した事例を労災として
認定するなど、社会環境の変化が感じられます。

宝塚市の取組の紹介

宝塚市男女共同参画推進条例

●市民団体や企業向け講師派遣
●レインボーステッカー・シールの

配布
●公文書等における不必要な性別

記載欄削除
●男女共同参画の視点に立った

表現ガイドラインを作成

●市立中学校12校すべて、制服のスカートと
スラックスの選択が可能

●授業の手引書の
改訂

●電話相談カード
の配布

●診察券の性別表記
を廃止

●同性パートナーを
家族として扱います。

●DVD・書籍・絵本
を貸し出しして
います。

●男女共同参画センターや
市立図書館にもLGBTQ+
に関する書籍があります。

一方又は双方がセクシュアルマイノリティであって、お互い
をその人生のパートナーと約束したお二人や、お二人のほか
にお互いの子や親も含めた家族の方からの宣誓書を市が受け
取り、一定の条件を満たしている場合、受領証を交付するもの。
また、近隣市町による「パートナーシップ宣誓制度の取組に
関する協定書」を締結し、当事者の方の負担を軽減するため、
転出・転入時の手続きを簡略化しています。

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓制度

パートナーシップ・ファミリーシップ宣誓の手続きや
利用いただける行政サービスなどの詳細につきましては、
ホームページにて確認いただけます。

●性別、性自認、性的指向による差別を禁止します。（第7条 第1項）
本条例は、男女共同参画社会の実現に向けて、性別に起因する差別的取扱いについて禁じていますが、
性自認又は性的指向に起因する差別的取扱いを加えることで、全てのLGBTQ+の人への人権侵害を
禁止するものです。

いじめ

カミングアウトとアウティング

アウティングの結果、本人がいじめや差別的扱いを受けたり、
居場所を奪われたり、さらには自死に追い込まれてしまう可能
性があり、実際にそういった事例＊もありました。
どんな理由でも絶対にやめましょう。

59.6％

アウティングによる労災認定

自分の「性のあり方」を本人自らの意思で他者に
伝えることです。

全体としての取組

電話相談 市立病院での取組 書籍・DVD

教育現場での取組

同性パートナーと
暮らしていても、

友達だと言わなければ
ならない

本人が参加していない
飲み会でゲイだと暴露され、

それを聞いた人が
他の友人に広めた

友人が許可なく、
本人の家族に
LGBTQ+だと

いうことを暴露した

良かれと思って
部下のことを

異動先の上司に
本人の同意なく

配慮をお願いした

性自認と違う
服装で就職活動の
面接に行くことが

苦痛だった

病院を受診
しづらい
本名で

呼ばれたくない

希望する
制服を

着ることが
できなった

外出先で
トイレが

利用
しづらい

恋愛話で異性愛者のふりを
しなければならなかった

付き合っている人の写真を
見せてと言われて困った

パートナーが
事故にあっても、

法的な親族でないため、
連絡がもらえない

病院で「家族」として
認めてもらえない

職場で
カミングアウトしたら、

噂話をされたり
無視をされたり

するようになった

相談は無料です。
秘密は守られます。
自分の性や性的指向を
はじめ、さまざまな相談に応じます。
本人以外の家族や友人からの相談
も可能です。
　  0797-71-2136

電話相談カードレインボーステッカー


